
さつま芋は伸びたつるから根を張り、そこに芋を作ろうとします。
そうするとそこに養分を取られて、根元の芋の肥大が悪くなるため、
ときどきつる返しをして根を張らないように注意します。
また、つる返しをすることによって地面が乾燥し、甘いおいしい
芋ができるという効果もあります。

つる返しのやり方は・・・
①７～８月ごろにつるがいっぱい伸びてきた頃に行います。
②伸びたつるの葉を裏返して刺激します。この際、つるを傷め
ないように十分注意し、丁寧に作業します。
③畝がいつも乾燥するように、月に数回つる返しをします。

芋のつる返しはなぜ必要なの？

苗が成長すると、つるが四方にどんどん伸びていきま
す。伸び過ぎたつるは反対側に折り返し、つる返しを
します。

日時 ７月１６日（日）８：００～
場所 巨勢町大字修理田
天気 晴れ

ほんなもんぼ体験学校の第1回で皆様に植えていただいたさつま芋は順調に成長し、つるが元気に伸びていましたね。

根が出たつるを地面からバリバリと抜く時の感触は気持ちよかったのではないでしょうか。

おいしいお芋は１０月の体験学校で収穫を行いますので、お楽しみに！

参加者の皆さま

７月１６日（日）のさつま芋のつる返し、暑い中お疲れさまでした！

今回皆様にはさつま芋のつる返しをしていただきました。

第４回ほんなもんぼ体験学校は、９月２４日（日）１３：００～（稲刈り、脱穀など）
の予定です。
詳しくは、別紙の開催案内をご確認ください。
※天候により時間が変更となる場合があります。その場合はメールでご連絡いたします。

佐賀市 農業振興課 地産地消推進係 担当：木島、原田
TEL： ０９５２－４０－７１１６ 、 FAX：０９５２－４０－７３９１
メール：nogyoshinko@city.saga.lg.jp 雨天順延等の緊急のご連絡

は、メールにて行います。

連絡先に変更のある方はお
知らせください。


